
 

 
 

 

 

 

 

 

児童１万人による生き物調査の結果がまとまりました 

～こども「いきいき」生き物調査 2024 結果概要～ 

 

環境科学研究所では横浜市立小学校の児童と協力し、こども「いきいき」生き物調査を実施して

います。2024（令和６）年は 164 校 10,188 人から回答をいただき、結果を報告書にまとめました。 

本調査は 2013（平成 25）年から実施しており、今回は 12 年目 11 回目*1の調査でした。 

 

１ 調査の目的 

・児童に地域の自然や生き物への関心を高めてもらうこと 

・生物多様性保全に資する基礎データを取得すること 

 

２ 調査方法 

過去１年間に、調査対象の生き物を「家や学校の近く」で確認した場

合は〇をつけてもらいました。 

 

３ 調査対象の生き物 

今回は次の９種類の生き物を選定しました。 

・ツバメの巣     ・白サギのなかま ・ハグロトンボ 

・ノコギリクワガタ  ・白いユリ    ・アメリカザリガニ 

・ウグイス（の鳴き声）・カタツムリ   ・ナナホシテントウ 

 

４ 調査結果 

生き物を確認した人の割合（以下、確認率）を学校ごとに集計し、市内

全域における確認率の高低を色の濃淡で図示しました。 

今回調査対象だった生き物のうち「白サギのなかま」は、2015年の市

全体の確認率が 23％でしたが、2019 年は 26％、2024年は 32％と上昇し

ています。河川の水質改善や市街地での水辺環境整備により、白サギが増

えた可能性があります。 

詳細は報告書*2及び調査結果概要版（次頁の資料）をご覧ください。 

 

*1 2020 年はコロナ禍のため実施しませんでした 

*2 こども「いきいき」生き物調査 ページ内に掲載 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-

kankyo/kankyohozen/kansoku/science/naiyou/tayosei/ikiiki.html 
 

お問合せ先 

みどり環境局環境科学研究所長  高須 豊  Tel 045-453-2550 

調査票（表面） 

令 和 ６ 年 1 2 月 ６ 日 
みどり環境局環境科学研究所 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

白サギのなかまの 
調査結果 


